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(54)【発明の名称】 電子式内視鏡

(57)【要約】
【課題】本発明は、コネクターの組み立て性の良い電子
式内視鏡を提供する事を目的としている。
【解決手段】本発明は、上記外装ケースに取り付けら
れ、ビデオプロセッサーと接続される電気接点コネクタ
ーとを有するコネクターを備えた電子式内視鏡におい
て、上記外装ケースを上記先端側連結部材と上記フレー
ム部材に対し、嵌挿可能に設けると共に、上記外装ケー
スを光源装置側のものと他のものとに複数に分割し、光
源装置側の外装ケースのものに上記電気接点ピンと上記
電気接点コネクターを取り付ける部材とを設けたもので
ある。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡のユニバーサルケーブルに設けら
れ、光源装置と接続されるコネクターの外装を形成する
外装ケースと、
上記コネクターの内部に設けられたフレーム部材と、
上記光源装置と接続される先端側連結部材と、
外装ケースの先端側部分に設けられ、光源装置にコネク
ターを接続したとき、上記光源装置側の電気接点に接続
される電気接点と、
上記外装ケースに取り付けられ、ビデオプロセッサーと
接続される電気接点コネクターとを有するコネクターを
備えた電子式内視鏡において、
上記外装ケースを上記先端側連結部材と上記フレーム部
材に対し、嵌挿可能に設けると共に、上記外装ケースを
光源装置側のものと他のものとに複数に分割し、光源装
置側の外装ケースのものに上記電気接点ピンと上記電気
接点コネクターを取り付ける部材とを設けたことを特徴
とする電子式内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、光源装置と接続さ
れるコネクターに電気接点コネクターを設けた電子式内
視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は細長い挿入部を体腔内に挿入す
る事によって体腔内患部などを観察したり、必要に応じ
て処置具挿通用チャンネルを通じて処置具を体腔内に挿
入して治療処置が出来る。このような内視鏡として、最
近、電子式の内視鏡が多く用いられるようになってき
た。
【０００３】電子式内視鏡にあっては、例えば、挿入部
の先端側部分にＣＣＤなどの固体撮像素子を内蔵し、そ
の固体撮像素子で体腔内視野を撮像し、その信号を信号
処理手段であるビデオプロセッサーに送り、映像信号に
変換してモニター装置により映像を表示して体腔内を観
察するようにしている。
【０００４】このような電子式内視鏡としては、例え
ば、特開平８－２１１３０７号公報に記載されているよ
うに、内視鏡の操作部本体の側部から延出したユニバー
サルケーブルの延出先端にスコープコネクターを設け、
このスコープコネクターにビデオプロセッサーに接続す
る電気接点コネクターを収納するブロックを設けたもの
が多い。
【０００５】
【発明が解決しようとしている課題】上記特開平８－２
１１３０７号公報に記載の電子式内視鏡にあっては電気
接点コネクターを収納するブロック全体が、その電気接
点コネクターのケースを兼ねており、また、内部に組み
込む部品のフレーム部材の役割も果たしている。このた
め、内部部品をまとめて組んだ後、外装ケースを被せる
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といったような簡単な組立作業ができず、外装ケース内
に内部部品を１つずつ組み込んでゆくという煩雑な組立
て作業が求められる。また、電気接点ピンやユニバーサ
ルケーブル内を通っているスイッチケーブルと電気接点
コネクターを結線する際には各種の結線ケーブルを上記
ブロック内に誘導する作業が必要であり、非常に煩雑な
作業であった。
【０００６】本発明はこれらの事情に鑑みてなされたも
のであり、内部部品を組み立てた後、外装ケースを被せ
ることができ、かつ電気接点コネクターと電気接点ピ
ン、スイッチ等を接続するケーブル類も簡単に組み立て
ることができる、コネクターの組み立て性の良い電子式
内視鏡を提供する事を目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明は、内視鏡のユニバーサルケーブルに設けら
れ、光源装置と接続されるコネクターの外装を形成する
外装ケースと、上記コネクターの内部に設けられたフレ
ーム部材と、上記光源装置と接続される先端側連結部材
と、外装ケースの先端側部分に設けられ、光源装置にコ
ネクターを接続したとき、上記光源装置側の電気接点に
接続される電気接点と、上記外装ケースに取り付けら
れ、ビデオプロセッサーと接続される電気接点コネクタ
ーとを有するコネクターを備えた電子式内視鏡におい
て、上記外装ケースを上記先端側連結部材と上記フレー
ム部材に対し、嵌挿可能に設けると共に、上記外装ケー
スを光源装置側のものと他のものとに複数に分割し、光
源装置側の外装ケースのものに上記電気接点ピンと上記
電気接点コネクターを取り付ける部材とを設けたもので
ある。
【０００８】
【発明の実施の形態】図１から図５を参照して本発明の
第一実施形態に係る電子式内視鏡装置について説明す
る。
【０００９】図１に示すように、本実施形態での電子式
内視鏡装置１は、電子式内視鏡２と、この電子式内視鏡
２が接続される事によりその内視鏡２に照明光を供給す
る光源装置３と、電子式内視鏡２にスコープケーブル４
を介して接続され、電子式内視鏡２に内蔵された固体撮
像素子（以下、ＳＩＤと略記）に関しての信号処理を行
うビデオプロセッサー５と、このビデオプロセッサー５
にモニターケーブル６を介して接続され、上記ビデオプ
ロセッサー５から映像信号が入力されることにより映像
を表示するモニター７とから構成される。
【００１０】上記電子式内視鏡２は、体腔内などに挿入
される細長い挿入部１１と、この挿入部１１の後端に連
結された操作部１２と、この操作部１２から延出された
ユニバーサルケーブル部１３と、このユニバーサルケー
ブル部１３の延出端部分に設けられ、上記光源装置３の
図示しないソケットに着脱自在で接続されるスコープコ
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3
ネクター部１４とを有する。
【００１１】このスコープコネクター部１４はその側部
に電気接点コネクター部１５を設けている。この電気接
点コネクター部１５には上記スコープケーブル４の電気
コネクター１６が着脱自在に接続されるようになってい
る。この電気コネクター１６を設けたスコープケーブル
４の他端には電気コネクター１７が設けられ、この電気
コネクター１７は上記ビデオプロセッサー５の電気接点
コネクター部１８に対して着脱自在に接続されるように
なっている。
【００１２】上記内視鏡２の挿入部１１は上記ＳＩＤを
内蔵した先端部２１と、この先端部２１の後端に接続さ
れた湾曲自在な湾曲部２２と、この湾曲部２２の後端か
ら操作部１２の前端に至る長尺の可撓管部２３とからな
っている。
【００１３】上記操作部１２には湾曲操作ノブ２５が設
けられていて、操作部１２の把持部２６を把持し、その
湾曲操作ノブ２５を回動する事により、挿入部１１の湾
曲部２２を湾曲する事が出来る。また、操作部１２の側
面には吸引の制御を行う吸引制御部２７と上記ビデオプ
ロセッサー５を機能させる複数の操作用スイッチ２８
ａ，２８ｂが設けられている。
【００１４】また、挿入部１１内にはその挿入部１１の
先端部２１において開口する図示しない吸引管路を兼ね
た処置具挿通用チャンネルが形成されている。この処置
具挿通用チャンネルからなる管路は操作部１２の前端付
近で２つに分岐し、その一方の管路は上記吸引制御部２
７を介して図示しない吸引管路と連通し、他方の管路は
操作部１２に設けられた処置具挿入口２９に接続されて
いる。そして、上記処置具挿入口２９から鉗子等の処置
具を挿入した場合、挿入部１１の処置具挿通用チャンネ
ルに挿入され、その先端開口から突き出すことができる
ようになっている。吸引制御部２７を通じて延びる吸引
管路は図示しない吸引ポンプに接続される。
【００１５】内視鏡２における挿入部１１、操作部１
２、ユニバーサルケーブル部１３及びスコープコネクタ
ー部１４にわたり、照明光を伝送する図示しないライト
ガイドが挿通されている。スコープコネクター部１４を
光源装置３に接続したとき、ライトガイドは、光源装置
３の内部にあるランプから供給される照明光を受けて、
先端部２１の照明窓（図示しない）に送り、その照明窓
から前方に照明光を出射し、患部などの被写体を照明す
るようになっている。
【００１６】次に、図２及び図３を用いて、スコープコ
ネクター部１４の構成について、上記電気接点コネクタ
ー部１５の部分を含めて説明する。図２はユニバーサル
ケーブル部１３の先端に設けられたスコープコネクター
部１４を縦断してその内部構成を示すものである。
【００１７】スコープコネクター部１４の外装ケース部
分は例えば合成樹脂などの非導電材料から略筒状に形成
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した先後２つのコネクターケース３１，３２で形成され
ている。先端側に位置する第１コネクターケース３１の
先端開口部分には上記光源装置３のソケットに接続され
る先端側連結盤３３が設けられ、第１コネクターケース
３１の先端開口縁部分が先端側連結盤３３の外周部分に
外嵌する状態で取り付け固定されている。つまり、第１
コネクターケース３１の先端開口はその先端側連結盤３
３によって閉塞されている。第１コネクターケース３１
と先端側連結盤３３の嵌合部間には液密用シールとして
のＯリング３４が設けられている。先端側連結盤３３は
第１コネクターケース３１の先端内縁部に形成した段差
３５に突き当てられて位置決め固定されている。上記先
端側連結盤３３は環状に構成されたものも含むものであ
る。
【００１８】後端側に位置する第２コネクターケース３
２の後端部は後端側連結環３６が嵌め込まれている。後
端側連結環３６の後端部分の外周には雄ねじ部３７が形
成され、この雄ねじ部３７には固定リング３８がねじ込
まれている。固定リング３８は第２コネクターケース３
２の後端内縁部に形成した段差３９に突き当てられて、
スコープコネクター部１４の軸方向に対する後端側連結
環３６の位置決めがなされる。第２コネクターケース３
２と後端側連結環３６の嵌合部間には液密用シールとし
てのＯリング４０が設けられている。
【００１９】また、後端側連結環３６の雄ねじ部３７の
部分にはチューブ固定管４１が螺着され、そのチューブ
固定管４１の外周にはユニバーサルケーブル部１３の折
止めチューブ４２の先端部分が液密的に被嵌して取り付
けられている。ユニバーサルケーブル部１３自体は上記
後端側連結環３６内に嵌合された接続管４３を介して後
端側連結環３６に接続されている。接続管４３は後端側
連結環３６に設けた止めねじ４４によって後端側連結環
３６に固定されている。また、後端側連結環３６と接続
管４３の嵌合部間には液密シールとしてのＯリング４５
が設けられている。
【００２０】第１コネクターケース３１の後端部には段
差孔５１が形成され、この段差孔５１に対して第２コネ
クターケース３２の先端部分が密に嵌め込まれている。
第１コネクターケース３１と第２コネクターケース３２
は嵌合して同軸的に位置決めされた状態で連結されてい
る。また、第１コネクターケース３１と第２コネクター
ケース３２の嵌合部間には液密シールとしてのＯリング
５２が設けられている。
【００２１】第１コネクターケース３１に取り付けた先
端側連結盤３３と第２コネクターケース３２に取り付け
られた後端側連結環３６とはスコープコネクター部１４
内に配置したフレーム部材５３を介して連結されてい
る。すなわち、第１コネクターケース３１の段差孔５１
に第２コネクターケース３２の先端部分を嵌め込み、段
差孔５１の奥端に第２コネクターケース３２の先端を突
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き当てた図２で示す位置決め状態で、上記フレーム部材
５３により第１コネクターケース３１と第２コネクター
ケース３２が連結されている。
【００２２】第１コネクターケース３１に取り付けた先
端側連結盤３３と、第２コネクターケース３２に取り付
けた後端側連結環３６とをユニバーサルケーブル部１３
の軸心方向に延設されたフレーム部材５３を介して連結
することにより第１コネクターケース３１と第２コネク
ターケース３２が軸心方向の位置決めされている。
【００２３】フレーム部材５３の先端は止めねじ５４に
より第１コネクターケース３１側の先端側連結盤３３に
固定され、フレーム部材５３の後端は止めねじ５５によ
り第２コネクターケース３２側の後端側連結環３６に固
定されている。
【００２４】先端側連結盤３３にはライトガイド接続管
５７が突設されている。ライトガイド接続管５７にはス
コープコネクター部１４の内部に導入された保護チュー
ブで覆われた光ファイバー束（図示せず）の先端部が挿
入されている。また、ユニバーサルケーブル部１３内を
通じて導かれた信号線は後端側連結環３６内を通じてス
コープコネクター部１４内に延び、先端側に位置する第
１コネクターケース３１に設けられた連結管５８内を通
して電気接点コネクター部１５へと誘導される。
【００２５】また、第１コネクターケース３１の先端部
外周には複数の接点ピン５９が設けられている。この接
点ピン５９はスコープコネクター部１４を光源装置３の
ソケット６０に差し込んで装着したとき、光源装置３側
の電気接点（図示せず）に接触して図示しない光源装置
側回路と電気的に接続されるようになっている。各接点
ピン５９の信号線は第１コネクターケース３１に取り付
けられた連結管５８を通して電気接点コネクター部１５
に誘導される。
【００２６】尚、先端側連結盤３３の外周には接続用弾
性リング６１が設けられていて、スコープコネクター部
１４を光源装置３のソケット６０に装着したとき、その
ソケット６０に係着してスコープコネクター部１４を固
定的に係着するようになっている。先端側連結盤３３は
光源装置３に接続する先端側連結部材を構成している。
【００２７】次に、図３を参照して、上記電気接点コネ
クター部１５について説明する。電気接点コネクター部
１５は電気接点コネクターケース６２を有し、この電気
接点コネクターケース６２内に電気接点部を組み込むよ
うになっている。電気接点コネクターケース６２はスコ
ープコネクター部１４の第１コネクターケース３１に取
り付けられた連結管５８に嵌合してビス６３により固定
的に接続されている。第１コネクターケース３１と連結
管５８の嵌合部分及び連結管５８と電気接点コネクター
ケース６２の嵌合部分にはシールとしてのＯリング６
４，６５が設けられている。
【００２８】電気接点コネクターケース６２の開口部に
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は口金部材７１が嵌め込んで設けられている。口金部材
７１はこれに形成したフランジ部７２を電気接点コネク
ターケース６２の先端に突き当て複数の導電性のビス７
３にて電気接点コネクターケース６２に固定されてい
る。口金部材７１には上記スコープケーブル４の電気コ
ネクター１６を導くガイド部材７４が内嵌して設けられ
ており、ガイド部材７４は口金部材７１に複数の導電性
のビス７５にて固定されている。電気接点コネクターケ
ース６２と口金部材７１の嵌合部及び口金部材７１とガ
イド部材７４の嵌合部には液密シールとしてのＯリング
７６，７７が介在して設けられている。
【００２９】上記スコープケーブル４を介して上記ビデ
オプロセッサー５に着脱自在に接続されるべき電気接点
部は上記電気接点コネクターケース６２内に収納されて
いる。すなわち、上記ガイド部材７４にはインシュレー
ター部材８０が内嵌しており、このインシュレーター部
材８０は上記ガイド部材７４に接着にて固定されてい
る。上記インシュレーター部材８０はポリフェニレンサ
ルファイドなどの電気的絶縁性の樹脂からなる絶縁ベー
ス部８１に貫通して設けられた複数の接点ピン８２を備
えてなる。また、上記絶縁ベース部８１に形成された複
数の穴部８３には複数の同軸接点ピン８４が嵌入して設
けられている。
【００３０】上記インシュレーター部材８０は上記接点
ピン８２をインサート物としたインサートモールド成形
により上記絶縁ベース部８１と上記接点ピン８２とがそ
の成形時に一体的になる。
【００３１】上記インシュレーター部材８０の裏側には
基板８５が当接しており、この基板８５の、上記接点ピ
ン８２と相対する位置に形成した接点ピン用スルーホー
ル８６に上記接点ピン８２をそれぞれ挿通し、この接点
ピン８２の全周囲を、上記接点ピン用スルーホール８６
の周囲のランドに半田にて固定している。これにより、
上記基板８５は上記インシュレーター部材８０に当接し
た状態で固定されている。
【００３２】上記インシュレーター部材８０に形成され
ている穴部８７には通気口金８８が嵌入しており、これ
ら穴部８７と通気口金８８との間の全周には接着剤が塗
布され、それらは接着により固定されている。また、上
記基板８５の、上記通気口金８８と相対する位置には上
記通気口金用スルーホール８９が設けられ、この通気口
金用スルーホール８９には上記通気口金８８の端部が貫
通して設けられている。この通気口金８８の全周を通気
口金用スルーホール８９の周囲のランドに半田にて固定
する。
【００３３】上記基板８５には上記同軸接点ピン８４を
挿通する同軸接点用スルーホール９０を設け、この同軸
接点用スルーホール９０に挿通した同軸接点ピン８４の
外周部の一部を同軸接点用スルーホール９０の周囲のラ
ンドに半田にて固定している。ここで、同軸接点ピン８



(5) 特開２００２－８５３４６

10

20

30

40

50

7
４を外周部の一部のみしか半田を行わないが、この理由
は同軸接点ピン８４のリペアの際に同軸接点ピン８４の
取り外し性を良くするためである。
【００３４】この同軸接点ピン８４の外周部と、上記同
軸接点用スルーホール９０との隙間には液状シリコンな
どのシール剤９１が充填されていて、電気接点コネクタ
ー部１５に水や薬液等がかかっても、上記複数の穴部８
３と、上記同軸接点ピン８４の隙間から、上記絶縁ベー
ス部８１と上記基板８５との間の空間に水分が侵入した
場合でも各接点ピン８２及び上記通気口金８８と、基板
８５との半田部と、上記同軸接点ピン８４の外周のシー
ル剤９１により基板８５から内側へ水分が侵入する事が
なく、従って、上記絶縁ベース部８１と上記基板８５と
の間の空間内の水分を乾燥させれば、修理する事なくそ
のまま使用が可能である。
【００３５】上記通気口金８８には通気性と防水性を有
する、例えば、ＰＴＦＥを多孔質化した通気シート部材
９２を先端に接着固定したシート抑え部材９３が設けら
れている。
【００３６】上記接点ピン８２及び同軸接点ピン８４の
基端側にはそれぞれ対応するＳＩＤケーブルや同軸シー
ルド線内のデータ信号線や電源線などの各電線や他の電
線が結線されている。また、これらが結線されている部
分の周囲には導電性の筒状シールド部材９４が設けられ
ている。この筒状シールド部材９４の先端外周部分には
雄ねじ部９５が形成されており、その雄ねじ部９５を、
上記ガイド部材７４の内側端部に接続された環状部材９
６の内周に形成された雌ねじ部９７に螺合して、上記筒
状シールド部材９４の先端が上記基板８５を固定した環
状部材９６に当接する位置まで締め込み、位置決め固定
されている。
【００３７】次に、図４及び図５を用いて電子式内視鏡
２の操作部１２の構成について説明する。本実施形態の
操作部１２は基本的に操作部本体１０１とスイッチボッ
クス１０２とを外装部材として形成されている。
【００３８】上記スイッチボックス１０２の外面には前
述したスイッチ２８ａが露出して設けられており、スイ
ッチボックス１０２の内面にはそのスイッチ２８ａを固
定するためのスイッチナット１０３が設けられている。
また、スイッチナット１０３の下側には電気スイッチ１
０４を設けた基板１０５が設けられている。また、図５
で示すように、上記基板１０５は支柱１０６のフランジ
部１０７に突き当たり、ナット１０８により締め付け固
定されている。これにより、基板１０５、支柱１０６及
びナット１０８は一体な状態のものとなって、上記スイ
ッチボックス１０２に対してボルト１０９にて締付け固
定されている。
【００３９】上記スイッチボックス１０２は上記操作部
本体１０１に対して外嵌され、ねじ１１１にて固定され
ているが、その嵌合部間には液密シールとしてのＯリン
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グ１１２が設けられている。
【００４０】また、図４で示すように、上記操作部本体
１０１には上記吸引制御部２７を取り付けるシリンダ１
２１が設けられており、シリンダ１２１は上記操作部本
体１０１に対して接着にて固定されている。シリンダ１
２１は上記操作部本体１０１に対してＯリング１２２に
て液密にシールされ、止めねじ１２３にて上記吸引制御
部２７の取り付け取り外し時の回転方向の動きを阻止し
ている。
【００４１】また、上記シリンダ１２１には上記吸引制
御部２７を取り付けるためのカム部１２４が設けられて
いる。このカム部１２４は上記吸引制御部２７が上記シ
リンダ１２１に取り付けられた状態で、上記吸引制御部
２７や図示しない吸引管路が、上記操作部本体１０１の
外観を形成している球面１２５に干渉しない位置に設け
られている。
【００４２】また、上記操作部本体１０１にはスイッチ
ケース１３１が取り付けられている。上記スイッチケー
ス１３１には上記スイッチ２８ａとは別の操作部本体１
０１の側方に配置されるスイッチ２８ｂが設けられてい
る。スイッチケース１３１の内面にはスイッチ２８ｂを
固定するためのスイッチナット１３２が設けられてお
り、組立時は上記スイッチケース１３１にスイッチ２８
ｂ、スイッチナット１３２を先に組み付けてから上記操
作部本体１０１に取り付けることで組立性の向上を図っ
ている。
【００４３】また、上記スイッチケース１３１は部品数
を少なくするため、電気スイッチ１３３を設ける基板と
上記スイッチケース１３１を操作部本体１０１に固定す
るナットの２つの役割をもった、例えば樹脂材料などの
ナット１３５にてスイッチケース１３１と係合すること
で操作部本体１０１に固定している。
【００４４】本実施形態ではそのスコープコネクター部
１４の組み立てが簡単になっている。すなわち、スコー
プコネクター部１４を組み立てる際において、まず、光
源装置３に着脱される、外装ケースの前側に位置する第
１コネクターケース３１のユニットに、あらかじめケー
ブル類の容易に取り回しをしておくことができる。ま
た、内部に設けられるフレーム部材５３に、ユニバーサ
ルケーブル１３を組み付けた上で、光源装置に着脱され
る前側に位置する第１コネクターケース３１の部分を、
フレーム部材５３に被せる。この後、他のケース部とな
る第２コネクターケース３２を、上記ユニバーサルケー
ブル部１３側に逃がし、その間に作業スペースを確保す
る。この状態で、ケーブル類の配線作業を行なう。従っ
て、電気接点コネクター部１５、電気接点ピン５９、各
種スイッチ等を接続するケーブル類の組み付けが容易で
あり、組立て性の良いコネクター付きの電子式内視鏡を
実現できる。尚、本発明は上記実施形態のものに限定さ
れるものではない。
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【００４５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
内視鏡のスコープコネクター部の外装ケースを、先端側
連結部材とフレーム部材に対し、嵌挿可能に設けると共
に、上記外装ケースを複数に分割し、光源装置側の外装
ケースの部分に電気接点ピンと電気接点コネクターを取
り付けることで、光源装置に着脱される前側に位置する
外装ケースのユニット部分にあらかじめケーブル類の取
り回しが可能でる。また、外装ケースの内部に配置され
るフレーム部材とユニバーサルケーブルを組み、光源装
置に着脱される前側のケース部分を内部フレーム部材に
被せ、その他のケース部分をユニバーサルケーブル側に
逃がして作業スペースを確保できるので、ケーブル類の
配線作業等が容易で組立性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一実施形態に係る電子式内視鏡装置
全体の説明図。
【図２】本実施形態に係る電子式内視鏡のスコープコネ
クター部の縦断面図。
【図３】本実施形態に係る電子式内視鏡のスコープコネ
クター部に取り付けられた電気接点コネクター部の縦断
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面図。
【図４】本実施形態に係る電子式内視鏡の操作部の縦断
面図。
【図５】本実施形態に係る電子式内視鏡の操作部におけ
るスイッチボックス部の縦断面図。
【符号の説明】
２…電子式内視鏡
３…光源装置
４…スコープケーブル
５…ビデオプロセッサー
７…モニター
１３…ユニバーサルケーブル部
１４…スコープコネクター部
１５…電気接点コネクター部
３１…第１コネクターケース
３２…第２コネクターケース
３３…先端側連結盤
３６…後端側連結環
５１…段差孔
５３…フレーム部材

【図１】 【図３】
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